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委員名

福田委員

永柗委員

主なご意見等と区の考え方、対応　　（令和6年度　第2回生野区区政会議　こどもの未来部会）

意見交換のテーマ（区として特にご意見やアドバイスをいただきたいこと）

令和７年度生野区の取組（案）について
「生野区グローバルタウン物語」プロジェクトについて

ご意見・アドバイス等

生野区は自転車で移動することが習慣となっているので、外国の方に対し、自転車のマナーを教える場をもっと増やしていただきたい。日本語学校の生徒たちに、ちょっと学校側からも

教えていただくように区役所から指導していただくとか。日本にもともと住んでおられる方も自転車のマナーが分からないのに、外国の方はもっと迷われてるんじゃないのかなと思う。

外国人をサポートする団体等を支援するための基金を創立するのは、とてもいい取組だと思うし、ここにきちっと支援を入れていくというのが、生野区の今の状況としては本当に必要な
ものだと思う。ただ、外国人住民の支援にすごく力を入れているということをPRするあまり、そうじゃない家庭への支援、私たちのことは見てくれているのかというふうにならないか少し心
配である。広報の仕方もあると思うが、そこを上手に取り込んでもらって、「支援については両方しています。その上で外国の方たちがこのまちで一緒に暮らしていける形にしてるいるん
です」という見せ方をしていただけるといいと思う。
AIの音声ツールにしても、翻訳にだけではなく、障害の方にも使っているというのをよりアピールしてもらうといいと思う。外国の人の対応が必須なのはもちろんみんな分かっているけれ
ども、それだけじゃなく、プラスアルファ聴覚理解が弱いという方もいるし、聴覚障害の方もいて、高齢者の方もいる。どちらもきちんと目を向けて支援しているという形が見えるといい。外
国人支援をしつつプラスアルファといったところを上手に踏み込んでもらいたい。
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主なご意見等と区の考え方、対応　　（令和6年度　第2回生野区区政会議　こどもの未来部会）

委員名 区の考え方、対応 担当課

再編後、学校として、こういうことを目指すんだとか、学校ごとの特色など
がもしあれば教えていただきたい。
勝山が今適正配置の中で、こどもの通学路の安全について予算がつい
ているということであるが、具体的にはどういうことをされているのか。

西村委員

学校が再編になれば、今までの小学校の運動スペースがだんだん少な
くなるんじゃないかと思う。今まで１校でやっていたところが４校が集まっ
て。生野未来学園の場合、校庭がものすごい狭くなって、校舎は足らな
いって工事ばかりやっている。また何年後かには勝山の半分が入ってく
る。通学路の安全の確保もあまりできていないような気がする。

加藤委員

その他の主なご意見・ご質問等

地域まちづくり課学校再編

再編を実施する際、生野未来学園はキャリア教育、大池小学校に
つきましては、英語教育、田島南小学校につきましては生きる教育
に力を入れていくということで、再編後の学校については、それぞれ
でテーマを決めていただき、そこに力を入れて取り組んでいくという
ことで現在も進めていただいているところです。
東桃谷小・勝山小の学校再編に向けては、検討会議の部会である
通学路の安全対策専門部会において、安全対策の内容について

意見をまとめているところであり、令和７年度において、グリーンライ
ン塗装や交差点のニート舗装等の工事を行う予定としています。

生野未来学園の工事につきましては、以前の区政会議でもご説明
させていただきましたが、学級編成の基準が40人から35人に変
わったことを受け、将来的な教室不足の見通しを踏まえて校舎の建
設に入っているものです。なお、令和８年４月に実施する東桃谷小
学校と勝山小学校の再編の中で、一部の児童が生野未来学園に
就学されますが、その収容については教室は確保できる予定となっ
ています。運動場の面積については、子どもの教育環境上必要な
部分は確保しながら校舎の建設を進めているところです。
子どもの安全配慮につきましては、引き続き工事は来年度も続きま
すので、いただいたご意見も踏まえながら、工事業者、教育委員会
などと連携して対応してまいりたいと考えております。
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主なご意見等と区の考え方、対応　　（令和6年度　第2回生野区区政会議　こどもの未来部会）

委員名 区の考え方、対応 担当課

不登校の支援

統合によって新しく人数が多くなった学校に適用するのがちょっと難しい
ということで、不登校が増えているというふうに聞いている。不登校自体、
全国的に増えているのが今の世の中なので、統合だけが原因とは思わ
ないが、ただ、そこの対応っていうのはどうかなと気になっている。
もと鶴橋中、今は桃谷中学校の第二グラウンドになっているところ、その
中に教育委員会が設置している教育支援センター（適応指導教室）が
あるというのを、最近知った。不登校支援等していながら、知らなかった。
不登校のご家庭で、これについて知らない方がとても多い。もちろん、生
野区の子だけが使う場所ではないが、ただ徒歩で行くという使用ルール
があり、それこそ生野区内の不登校のご家庭で、そこを利用するっての
は、選択肢としてとてもいいんじゃないかなと思うので、必要な人にきち
んと情報として届いていないというのは、あまりにもったいない。この情報
をきちんと、不登校のご家庭に届けていただきたい。丁寧な支援が必要
なので、何とかうまい支援体制をつくっていただけたらなと思う。

永柗委員

教育支援センター桃谷は令和3年4月に開設され、学籍はもとの学
校に置いたまま児童生徒・保護者が希望する場合通所することが
できます。
対象は、心理的な理由により不登校となっている児童生徒、学習意
欲がある児童生徒（自学自習ができる児童生徒）、一人で通所で
きる児童生徒など条件があります。
支援内容としては、不登校支援アドバイザー・スタッフ等・ICT端末
の活用による学習支援、在籍校の学習進度や行事等の教育活動

の連携やスクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカーとの児
童生徒・保護者の面談等があります。
不登校となっている児童生徒については、各学校では、まずは在籍
している学校に早期に通常どおり通学できるように取り組み、個々
の状況に応じて、適宜学校以外の登校先の選択肢を説明しており
ますが、あらためて不登校児童生徒のご家庭への丁寧な情報提供
について各学校に再度周知していまいります。

地域まちづくり課

助産師をどれぐらい配置して、どういう伴走をするかということを、もう
ちょっと具体的に教えてほしい。

安委員

この部会でも何回か私も意見として挙げさせていただいたが、これを新
しい事業として立ち上げていただけるというのはすごい迅速な対応で、と
てもすばらしいと思う。安委員もおっしゃったように、もう少し具体が知り
たいっていうのは正直なところなので、詳細が出てくるとすれば、それは
いつ頃になったら分かるのか、めどでも教えていただけるととてもありが
たい。

永柗委員

子育てが難しい時代になっているかと思うので、今この時代にこどもを
産み育てていこうというお母さんたちを応援するためにも、ぜ助産師さ
ん、あるいは保健師さんをもっと増やしていっていただきたい。

西村委員

妊産期の母子支援
事業（新規）につい
て

妊婦教室に、例えば年に今まで４回ほど助産師さんに来ていただ
いていたところを、毎月来ていただくとか、妊婦教室に来ていただく
世代の方に、その時期に全員に電話をさせていただいて、妊婦教
室にぜひ来ていただきたいということでお誘いをしていただいて、そ
の妊婦教室の場には必ず助産師さんがいるといった形を考えてい
るところです。
また、３か月健診の場にも助産師さんに来ていただいて、ちょうど母
乳をあげている時期になりますので、そのお母さん方の相談に乗れ
るような形にしたいと思っております。健診等の場に助産師さんが

いるという状況をつくることで、気軽にご相談いただけようになるの
ではないかと考えております。
ただ、申し訳ないのですが、今はまだ、助産師会さんとの協議が全
くできていない状況でありまして、詳細については今後の協議次第
となります。助産師の方にご迷惑かけない程度にちょっと応援をし
ていただきたいなということですが、できるだけ、妊娠されて出産を
迎えられるその時期から、こどもさんに母乳をあげておられるその
時期までのお母さん方が集う場には必ず助産師さんがいらっしゃる
という形で、これから協議を進めていきたいと思っております。

保健福祉課

その他の主なご意見・ご質問等
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